






令和４年度第１回倉敷市社会教育委員会議　質問に対する回答

対象事業名・件名等 ページ 質問内容 担当部署 回答

1
ネットワーク・
システム整備
事業

P4

【お願い】保守作業について、毎週２０時から実施して
いるが、本校は夜間高校であるため、利用できなくな
る。
開始時間を遅らせるか、回数を減らしていただきたい。

教育ＩＣＴ推
進課

「学校園事務ネットワークシステム（校支援）」の週１回の保守作業は、システムの
安定稼働のために定期的に実施しているものです。学校園全体への影響がある
ため作業時間を変更することはできませんが、回数については、システムの稼働
状況を見ながら、隔週や月1回の実施に減らすなど、保守業者と調整を行う予定
です。

2
生涯学習活
動推進事業

P11

コロナ禍で、対面での講座が開催できなかったことか
ら、ZOOM等のオンライン会議システムの導入が進ん
でいる。
市民学習センターでは、ネット環境は整備されているの
か？
また、市内の公民館のネット環境の状況はどのように
なっているのか？
オンライン会議システムの便利さが市民に理解される
ようになり、今後は対面形式とオンライン形式とのハイ
ブリッド形式の開催が進んでいくと思う。居ながら参加
できることから、若い参加者も増えると思うので、前向
きに進めてほしい。

3
生涯学習環
境整備事業

P21

公民館にWi-Fiを繋げてほしい。講演会などで利用する
団体もあると思う。Zoomでの研修参加者も多い。是非
取り入れてほしいです。

4
生涯学習環
境整備事業

P21

ライフパーク倉敷や各公民館にWi-Fi設備を整備してほ
しい。
Zoomによる研修や会議などが増加しているため、Wi-
Fi環境の要望が高まっているが、どうか。

ライフパーク倉敷市民学習センターでは、令和４年３月からホール・会議室の利用
者向けにWi-Fi環境の提供を開始しました。提供開始以降、オンライン会議、イン
ターネットサイトの閲覧等で、令和４年７月末現在２９件の利用実績があります。
Wi-Fiの利用申し込みは徐々に増えており、また新規の利用者獲得にも繋がって
います。
市民学習センターでのWi-Fi運用の経験を踏まえて、市内２８館の公民館への導
入についても研究してまいります。

オンライン会議システムを使用した講座については、次の講座を開講しました。今
後も講座運営の方法等を研究しながら開講していきたいと考えております。
■オンライン講座
R4.1.29 くらしき市民講座「オーラルケアと健康」　受講者10人
R4.7.22 くらしき市民講座「強い体をつくる！子どものためのスポーツ栄養学」　受
講者11組（２２人）

市民学習
センター



①いきいきパスポート事業の利用者の「小中学生6290
人」の内訳として、小学生と中学生の割合を教えてほし
い。難しいなら、わかる範囲で生徒手帳の利用者数を
教えてほしい。
②流域パスポート事業の利用者「小学生2117人」の7
市3町の割合を教えてほしい。
③流域パスポート事業が小学生を対象とし、いきいき
パスポート事業が小中学生を対象としているのは、そ
れぞれなにか理由があるのか。

①小学生と中学生の割合については、現在集計していません（全ての施設に依
頼すると、窓口対応が困難な施設があるため。ただし、民間有料施設は集計可
能）。
また、生徒手帳の利用状況については、次のとおりです。
（中学生の数が集計可能な民間有料施設７施設の利用者数から算出）
262人、30％（民間有料７施設を利用した小中学生は872人）
今後の集計につきましては、窓口対応を鑑みながら検討して参ります。

②流域パスポートの延べ利用者数：2,117人の7市3町の割合は下表のとおりで
す。

③いきいきパスポートは、倉敷市内在住の小中学生を対象にした事業で、公立学
校における学校週5日制の導入に伴い、休日の小中学生の居場所と学習機会を
提供する目的で実施しています。
対して、流域パスポートは、高梁川流域圏域７市３町在住の小学生を対象に、学
習機会の提供、圏域の社会教育施設の利用促進、交流人口の増加を目的に実
施しております。流域連携事業として平成２７年度から運用を開始するにあたり、
施設入館料免除の各自治体負担について協議した結果、免除対象を小学生とす
ることとなりました。

【質問の意図】
いきいきパスポートは、「倉敷市立中学校へ通学の生
徒は生徒手帳に印刷」とあり、それはとても良いなと思
いました。一方で、高梁川流域パスポートは、「流域内
の交流促進を目的としているが、実績をみると利用者
数が少ない」と分析されています。
流域内の交流促進を図るために、流域在住の小学生
と中学生に同様のサービスを提供することで、現場の
混乱も少なく、利用者もわかりやすいのではないでしょ
うか。7市3町がすぐに足並みを揃えるのは大変かもし
れませんが、事業を一本化し、高梁川流域パスポート
として、SDGs未来都市である倉敷市が牽引していけば
いかがなものかと思いました。

5

いきいきパス
ポート事業
高梁川流域
パスポート事
業

P14
P15

生涯学習
課

延人数 割合

新見市 26 1.2%

高梁市 31 1.5%

総社市 106 5.0%

早島町 21 1.0%

倉敷市 1,649 77.9%

矢掛町 40 1.9%

井原市 62 2.9%

浅口市 73 3.4%

里庄町 43 2.0%

笠岡市 66 3.1%

計 2,117 100%



6
高梁川流域
学び直し支援
事業

P16

令和３年度に夜間学び直し事業利用者が624人あった
ということで、一定のニーズがあったことを示している。
この方たちは、令和４年度はどのように過ごされている
のか。市の単独事業として継続できないのか。

生涯学習
課

「高梁川流域学び直し支援事業」は、高梁川流域７市３町在住の１５歳から３９歳
までの方を対象に、自発的に社会とつながりを持ち、就労等へと結び付けられる
よう、くらしきシティプラザ西ビル内に開設した「まなびば　　ippo(いっぽ)」で、カウ
ンセリング・学習支援・居場所の提供を実施し、若者自らが社会参画しようとする
主体的な取組を教育の側面から支援しています。

岡山県の委託事業である「夜間学び直し事業」は、令和３年度で終了しておりま
す。この事業は、県が夜間中学に関するニーズ調査を目的に、対象年齢を限定
せず、毎週水曜日の午後６時から９時まで開設したもので、利用登録者数は７７
人、延べ６２４人が利用しました。登録者数のうち８割程度の方は、もともと日中の
学び直し支援事業を利用しており、現在も引き続き利用しています。また、残りの
２割の方は、夜間などに利用できる別の学びの場を紹介しています。

7
図書館図書
購入事業

P19 公民館の図書の充実はどのようにしていく計画か。

中央図書
館

市民学習
センター

現在、中央図書館では、年間を通して、分野の偏りがないように、選書規準に
則って購入しています。その中から公民館の要望や貸出状況に合わせて、各公
民館に配架しています。
また倉敷公民館などの基幹公民館と船穂・真備公民館を除く、地区公民館２２館
では、図書館ネットワークを活用した「図書の貸出・返却・予約サービス」を図書館
と協力し、平成１７年２月から運用を始めております。これにより、これまでの各公
民館の図書室等での読書といった利用方法から、パソコンやスマートフォンを利
用したＷｅｂ予約や公民館窓口でのリクエストカード予約など、身近な公民館での
受取・返却サービスの利用が年々増加しております。
今後も中央図書館と公民館が連携し、利用者のニーズの把握に努め、地域に
もっとも身近な生涯学習施設として、市民の読書活動推進を図って参ります。

8
生涯学習環
境整備事業

P21

ライフパーク調理室を講座で利用しましたが、調理台
の扉の表装が傷んでいるのが気になりました。
衛生上もあまりよくないのではと思いますが、修繕の予
定はあるのでしょうか。

市民学習
センター

ライフパーク倉敷は30年以上が経過しているため、施設の老朽化対策を計画的
に取り組んでおります。調理室の扉の表装につきましても、テープ等による補修
やパネルの張替えを実施します。

9

くらしき市民
講座実施事
業
【生涯学習活
動推進事業】

P29

市民学習センター及び公民館の主催事業に取り上げ
てほしいテーマがあります。
先日、携帯電話会社KDDIのトラブルにより、携帯電話
が使用できなくなり、社会が混乱しました。これに対応
するために、次のタイトルで講座を開催してほしい。
（今後、太陽の表面の爆発(太陽フレア)が活発化され
ることにより、地球の磁場が乱れ、携帯電話、カーナビ
などが異常になるともいわれていますので。）
タイトル：携帯電話が利用できなくなった場合、どのよう
に対応したら良いか？

市民学習
センター

近い将来活発になると言われている「太陽フレア」の影響として、通信障害や広域
停電の可能性のシナリオを総務省が公開しています。太陽フレアが及ぼす社会
への影響やそれに対する備え等を学ぶ講座の開講について、社会の注目度や
市民ニーズ等を鑑みながら研究していきたいと思います。



10

親育ち支援
講座実施事
業
【生涯学習活
動推進事業】

P34
「幼少期から親子で始める性教育」の講座は継続して
はどうか。

市民学習
センター

令和４年１月２１日「あなたに伝えたい大切なこと～幼少期から親子で始める性教
育～」を開講し、８名の方が受講されました。
性教育を始める時期や幼少期で教えたい性のお話、性的マイノリティー等につい
て学んでいただきました。受講して、「子どもに話しにくい内容を話す参考になっ
た」との感想をいただいておりますので、今後も継続していきたいと考えていま
す。

11

学校運営協
議会制度（コ
ミュニティ・ス
クール）推進
事業

P41

文科省の方針として学校運営協議会制度(コミュニティ･
スクール)が推奨されているが、倉敷市の場合、すべて
の小･中学校に配置するのか？
また、実施するのであれば、全校配置はいつ頃になる
のか？

指導課/学
事課/

生涯学習
課/

教育企画
総務課

本市における学校運営協議会制度、いわゆるコミュニティ・スクールの導入は、平
成２９・３０年度に小学校２校の試行から始まり、実施校の拡充に努めた結果、
小・中・特別支援学校における令和４年度の導入校は４４校となり、導入率は５
０％と昨年度より１９ポイントの増加です。
今後も市内小・中・支援学校の全ての配置に向け、学校関係者をはじめ、地域住
民や保護者に対して、学校訪問や研修の実施、取組の好事例等の情報提供等を
行い、コミュニティ・スクールについて十分な理解を求めながら、実施校の拡充を
進めていきます。

12
「生きる力」支
援事業

P43 保護者の集いを「親の集い」と名称変更したのか。 生涯学習
課

13
「生きる力」支
援事業

P43

①Ｒ４より「保護者の集い」を「親の集い」に改める理由
はなにか。
→保護者だと、親だけでなく、祖父母等も含まれると思
うので。

②受託者とは、具体的に教えてほしい。

生涯学習
課

「親の集い」事業は、不登校の児童生徒だけでなく、引きこもり等の若者の子を持
つ親が集まり、子との関わりなどへのアドバイスを受けたり、一人で悩みを抱えこ
む状態を解消したりすることなどを目的として実施しています。
①「保護者」は、「未成年の子を保護する義務がある者」であるため、保護者より
広い意味の「親」（育ての親などを含めて）という表現に変更しました。

②ＮＰＯ法人ＫＵＫＫＡです。不登校等の子を育てた経験のある親が中心となり、
現在不登校等の子を持ち、悩みを抱える親に対して支援しています。



◆その他いただいたご意見（情報共有）

対象事業名・件名等 ページ

1
自然史博物
館管理運営
事業

P8

2
高梁川流域
学び直し支援
事業

P16

3
高梁川流域
連盟事業

P18

4

地域力向上
講座実施事
業
【生涯学習活
動推進事業】

P28

5
全体的な意
見

現在保管庫がなくて苦労している倉敷市立自然史博物館がライフパークに移転することは非常に良いことです。
しかし、ライフパーク倉敷には科学センター、市民学習センター、埋蔵文化センターなど素晴らしい施設がありながらも、公共交通機関の便が非常
に悪く、利用者の多くは自家用車です。
自然史博物館が移転されるのを機会に、真剣に交通の便をよくする方法もご検討下さい。
現在も解決策がなく苦労されていることは承知していますが、今後少子高齢化社会への対応として、公共交通機関を充実していかないと、素晴らし
い施設が有効活用できません。

学校行事が減っている中、コロナ禍でさらに中止になるなど子どもたちの学びや体験の機会が失われているため、子ども向けのイベントは、中止で
はなく、できるだけ延期も含めて工夫して実施するようにしてほしい。

意見

外国人の高校入学希望が増える傾向にある。先進県を参考にしながら、学校教育と連携する時期にきているのではないかと思う。

【宣伝】本校教員が、機関誌「高梁川」に、本校の防災教育の取組を執筆させていただいた。是非、御一読を。
（事務局注：令和４年１２月発行予定の第８０号に掲載予定です）

昨年度、本校の１年生がHug（避難所運営ゲーム）を作成した。貸出可能ですので、必要があれば御連絡ください。


